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423 心 内膜 線維 弾 性症 合併 妊娠 の
一例
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424　　　 all
−trans　 retinoic 　 acid に て 母児 と もに

救命 し え た 急性 前骨 髄球 性白血病合 併妊 娠 の
一

例

：本剤の 胎 児移行 の 検討
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心 内膜線維弾 性症 （以下 EFE ） は 、乳児期早 期 に

心不全で 発症する予後不良の 心疾患 で あ る 。 原 因、

発生機序は 今 だ 不 明 で あ り 、 発 生頻度 も先天性心

疾患 の 4 ％前後 と比較 的稀な た め か 妊娠に合併 し た

症例 の 報告は ほ と ん ど認め られな い 。今回、EFE 、

WPW 症候群で 経過 を追 わ れ て い た 低 心 機能症例 の

妊娠 ・分娩を経験 し た の で 報告す る。症例 は 24 歳

の 初産婦 、 EFE に 関 して は他病院 で 定期 検 診を受

け て い た 。妊娠 に つ い て は 、初期 よ り当科 で 管理

し た 。 妊娠 25週 1 日の 定期 検診時、多呼吸 、 労作

時 の 動悸悪 化 が 認 め ら れ、心 エ コ
ー

検 査 を実 施 し

た 、所見 で は 、左 室 の 著明な 拡張、心 室 中隔の 菲

薄化 、駆 出率 の 低下 （19 ％ ） お よ び エ プ ス タ イ ン

奇形が み ら れ た 。 心電図 で は 、B 型 WPW 症候群 、

房室回帰性頻拍が 認 め ら れ た 。 以後 は入 院 に よ る

母児管理 と した。入院後 は 安静 、 食事療法の み で

管理 可能で あ り症 状 も軽減 し た 。 胎児は 週 数相 当

の 発 育を 示 し 、 妊娠 ス ク リ
ー

ニ ン グ検 査 で は 軽度

の 貧血以外は正常範囲で あ っ た 。 妊娠 34週 0日、心

電 図に て頻拍症 の 悪化、心 エ コ
ー

で 駆 出率 の さ ら

な る 低下 （15 ％）、心嚢液の貯留を み とめ心不全 へ

の 移行が危惧 され妊娠継 続 不 可能 と 判 断 し た 。 同

時 に 実施 し た 胎児血流計 測 は 正 常範 囲 内 に あ り さ

ら に 羊水分析か ら肺成熟 度 は 良好で あ っ た 。

妊娠 34週 1 日、硬膜 外麻酔下 に 帝王 切開術 を施行

し 2090 の 男児を 娩 出 し た 。術後 は
・
母児共 に 経過 は

良好で あ っ た。EFE は、心 不全 と し て 発症 し生 命

予 後はき わめ て 悪い 。 長期生存例に つ い て も妊娠

を 契機 と して．、さ らな る 心 機能 低下 は 避 け ら れ な

い 。 経時的な心機能評価 に よ り妊 娠継続 を判断す

る必要 が あ ろ う 。

急 性前骨髄球性 自血病（APL ）は 通 常 DIC を併 い 、

妊娠 合 併時 の 母児 の 予後 は極 め て 不 良 で あ る。近

年 、APL の 寛解 導入 法 と して 、　 all
−trans 　 retinoic

acid （ATRA ）大 量療 法 が開 発 され、従来 の 制 癌剤

を用 い る 方 法 に 比 し良好な結果 が 報告さ れて い る 。

今 回我 々 は、妊 娠 29週 に発症 した APL に ATRA

療 法に よ る寛解導入を施行 し、母児 と もに 救命 し

た 一
例 を経 験 した e ま た

、 投与 中 に 胎児発 育 は 遅

延 し胎児 不整脈が 発現 した の で 、本 剤の 胎児移行

性 、蓄積性 に っ い て 検 討したの で 併 せ て 報 告 する 。

症 例は 37才 、 1 妊 1 産、妊娠 29週 に 汎 血 球減少 を

指 摘 され骨 髄生検 で APL の 診 断 となり当 科 に 搬送

さ れ た 。 直ち に ATRA 　45mg ／M2 の 経 ロ投与を開

始 し、投与 3 週 目よ り白血 球 数 の 増 加 、DIC 　 score

の 著明 な 改善を み とめ た 。 しか し 、 胎児発育は 遅

延 し、投与 26日 目 に 胎児 不整脈 が 発 現 し た た め 28

日 目の 妊娠 33週 6 日 に帝王切 開術を施行 した。児

は 1904g ，　 Apgar 　8，の 男 児 で 出生 後 の 心 電 図上

atrial 　 premature 　 contraction を 認 め た が 翌 日 に は

自然 消失 した。周術 期 は 出血 、感染 の 徴候は 見 ら

れ ず 、 児 は 順調 に 発 育 し 退 院 、 母体 は 現 在 当院内

科で 地固 め 療法 中で あ る 。 帝王 切開時 の 母体、臍

帯、新生児血 の 本剤 の 濃度 を HPLC に て 測定 した

と こ ろ、臍帯 血及 び娩 出後 2 時間、 4 時間後 の 新

生 児 血中 に 本剤 は 検 出さ れ な か っ た 。本症 例 よ り、

APL 合併 妊 娠 に ATRA 療 法は非常 に有用で ある

が 、 そ の 投与中 に は 超 音波 断層法 、 心 拍 モ ニ タ リ

ン グな ど で 胎 児 weU 　 beingの 評価 を厳密に 施行す

る 必 要が あ る こ とが 考 え られ た 。
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